
一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）

吐
師　

保
／
野
菜
（
宮
原
）

川
﨑　

信
一
／
野
菜
（
倉
輪
）

外
山　

國
夫
／
野
菜
（
立
町
）

一
般
寄
付寄

付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

稲
澤　

久
生
／
フ
ヂ
子
（
神
下
）

忌
明
寄
付寄

付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

山
下
江
美
子
／
勝
（
神
下
）

瀬
口　

良
彦
／
良
雄
（
上
畑
）

稲
澤　

久
生
／
フ
ヂ
子
（
神
下
）

前
畑　

末
春
／
佐
枝
（
宮
原
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
7
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

綾
町
育
英
会

（
7
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

生
涯
学
習
講
座

「
短
歌
」受
講
生
の
作
品

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」
講
師
　
福
原 

美
江

落
花
生
を
植
え
る
畑
の
畝
を
切
る
真
綿
の
ご

と
き
春
の
陽
あ
び
る

勢
い
よ
く
人
工
芝
を
駈か

け
て
行
く
車
椅い

す子
よ

り
打
た
れ
た
る
玉
　

池
田
壽
美
子
さ
ん
（
宮
原
）

小
田
美
惠
子
さ
ん
（
宮
谷
）

　

落
花
生
を
植
え
る
畝
を
作
る
情
景
が
あ
ざ
や
か
に
見
え
る
。
下
句
に
は
畝

を
作
り
終
え
た
作
者
の
安
堵
感
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
春
の
霞か
す

み
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
真
綿
と
比ひ

ゆ喩
し
た
と
こ
ろ
が
楽
し
い
。
春
の
霞
み
は
落
花
生
と
作
者

自
身
に
も
降
り
注
ぐ
。
落
花
生
の
実
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
作
者
の
心
情

も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
だ
ろ
う
か
。
打
た
れ
た
玉
は
「
車
椅
子
よ
り
」
と
い
う
の

が
作
者
の
発
見
。
勢
い
の
あ
る
玉
な
の
で
元
気
の
よ
い
高
齢
者
と
思
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
不
意
を
突
か
れ
て
驚
い
て
い
る
作
者
が
浮
か
ん
で
く
る
。

先
入
観
で
も
の
ご
と
を
判
断
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
戒

い
ま
し
め
で
あ
ろ
う
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
機
会
が
増
え
て
い
る
昨
今
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
鍛
え
上
げ
た
身
体
能
力
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。

　
魚
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
顔
を
し
て
い
る
代

表
種
。
名
前
の
由
来
は
、
そ
の
坊
主
の
よ
う
な

丸
い
頭
の
形
か
ら
き
て
い
ま
す
。
口
は
下
向
き

に
開
き
、
お
腹
の
吸
盤
で
岩
に
く
っ
つ
き
な
が

ら
、岩
の
表
面
に
生
え
た
藻
類
を
食
べ
ま
す
。ハ

ゼ
の
仲
間
で
は
、
最
も
吸
着
す
る
習
性
が
強
く
、

水
中
で
あ
れ
ば
垂
直
の
壁
で
も
吸
い
付
い
て
這

い
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
夏
に
大
き
な
石
の
下
に
卵
を
産
み
ま
す
が
、

ふ
化
し
た
稚
魚
は
す
ぐ
に
海
へ
下
っ
て
成
長
し
、

翌
年
の
春
に
ま
た
川
を
上
っ
て
き
ま
す
。
幼
魚

は
柔
ら
か
く
食
用
に
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
よ

う
で
す
。
動
き
が
素
早
く
、
捕
獲
は
難
し

い
で
す
が
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ

捕
ま
え
て
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
手

で
握
る
と
吸
盤
で
吸
い
付
い
て
き
ま
す
よ
。

ボ
ウ
ズ
ハ
ゼ
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